
交通流制御により航空交通
の集中の緩和が可能となる
よう計画

現行運用方式

周辺空域・到着経路を柔軟に運用することによ
り、到着機の交通流の調整が可能になり、航空
交通の集中を吸収することが可能

+空域管理運用方式

実際の運航では風などの
影響により到着時間が計
算上と異なる結果となるこ
とがあり、航空交通の集
中が生じる

予め設定された
経路等への飛
行中の誘導

＜１０月福岡航空交通管理センター発足＞
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